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糟谷 大河 1・星野 保 2, 3・竹橋 誠司 4・内田 暁友 5

1. 305-8572茨城県つくば市天王台1-1-1，筑波大学大学院生命環境科学研究科 2. 062-8517北海道札幌市豊平区月寒東
2-17-2-1，産業技術総合研究所生物プロセス研究部門 3. 060-0810北海道札幌市北区北10西8，北海道大学大学院生命
科学院 4. 006-0041北海道札幌市手稲区金山1-3-10-3，NPO法人北方菌類フォーラム 5. 099-4114北海道斜里郡斜里町
本町49-2，斜里町立知床博物館

New Records of Two Maritime Basidiomycetes, Tulostoma striatum 
and Geastrum quadrifidum in Coastal Dune of Eastern Hokkaido

KASUYA Taiga1, HOSHINO Tamotsu2, 3, TAKEHASHI Seiji4 & UCHIDA Akitomo5

1. Graduate School of Life and Environmental Sciences, University of Tsukuba, 1-1-1 Ten-nodai, Tsukuba, Ibaraki 305-
8572, Japan. tkasuya@sakura.cc.tsukuba.ac.jp 2. National Institute of Advanced Industrial Science and Technology (AIST), 
2-17-2-1 Tsukisamu-higashi, Toyohira-ku, Sapporo, Hokkaido 062-8517, Japan 3. Graduate School of Life Science, Hok-
kaido University, N10W8 Kita-ku, Sapporo, Hokkaido 060-0810, Japan 4. Non Profit Organization, the Forum of Fungi 
in Northern Japan, 1-3-10-3 Kanayama, Teine-ku, Sapporo, Hokkaido 006-0041, Japan 5. Shiretoko Museum, 49-2 Hon-
machi, Shari, Hokkaido 099-4114, Japan

Basidiomata of two gasteromycetous fungi, Tulostoma stariatum and Geastrum quadrifidum were col-
lected on Minehama coastal dune in Shari, eastern Hokkaido at 2009 and 2010. Those two maritime 
Basidiomycetes are newly recorded from eastern Hokkaido.

はじめに
近年，北海道では，海浜に特異的に分布する菌
類（海浜生菌類）の分類や生態に関する研究が活
発におこなわれ（Hoshino et al. 2009; 星野ら 2010; 

糟谷ら 2007; Kasuya et al. 2009; 竹橋 2008; Takehashi 

et al. 2007; 竹橋ら 2010a, b, c），道内には多様な海
浜生菌類が産することが明らかにされつつある．
しかし，道東では海浜生菌類についての知見はご
く少なく，スナハマガマノホタケTyphula maritima 

Hoshino, Takehashi & T. Kasuyaが網走市と斜里町
から（星野ら2010），またスナヤマチャワンタケ
Peziza ammophila Durieu & Mont.が別海町から（竹
橋ら2010b）報告されているのみである．
筆者らは，道東の海浜生菌類相を明らかにする
ため，2008年7月に網走市，同年9月に標津，別
海，浜中および厚岸町，2009年5月に斜里町，さ

らに2010年9月には網走市と斜里町にて海浜生
菌類の調査をおこなった．この結果，斜里町の海
浜において，いずれも腹菌型の子実体を形成する
海浜生担子菌類である，ウネミケシボウズタケ
Tulostoma striatum G. Cunn.（ハラタケ目ハラタケ
科）とヒメカンムリツチグリGeastrum quadrifidum 

DC. ex Pers.（ヒメツチグリ目ヒメツチグリ科）が
採集された．これら2種は，日本各地の海浜に広く
分布することが知られており（浅井 2004; Kasuya 

et al. 2009），道内では，ウネミケシボウズタケが
石狩市石狩浜から（竹橋ら2010b），ヒメカンムリ
ツチグリが石狩市厚田区無煙浜および小樽市銭函
の海浜から（Imai 1936; Kasuya et al. 2009）それぞれ
報告例がある．しかし，道東からはこれまでこれ
ら2種の分布は知られていないため，ここに斜里
町産子実体の形態的特徴について，記載および図
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を添えて報告する．

材料および方法
調査地において，後浜から第一砂丘海岸側斜面
までの海浜植物群落を徒歩で移動し，目視で確認
した菌類の子実体を採集し，紙袋に収めた．子実
体を入れた紙袋は熱乾燥させた後，別の紙袋に移
し，これを標本として保存した．
子実体の肉眼的特徴は新鮮な生の子実体に基づ
き記載した．光学顕微鏡観察には，基本体の切片
を作成し，それらを水，水酸化カリウム（KOH）
3%（w/v）水溶液またはエタノール30%（w/v）水溶
液を用いて観察した．担子胞子の大きさは，光学
顕微鏡の1,000倍の倍率下で無作為に抽出した40

個を用いて測定した．また担子胞子表面の走査型
電子顕微鏡（SEM）観察では，乾燥標本の基本体の
小片を切り取り，両面テープ上に貼り付けてSEM

試料台に固定し，E-1030型イオンスパッタリング
コーター（日立製作所，東京）で白金パラジウム合
金を蒸着した後，S-4200型SEM（日立製作所，東
京）を用いて加速電圧15 kvの条件下で観察した．
供試標本は国立科学博物館植物研究部菌類標本庫
（TNS）に保管した．

記載および考察
Tulostoma striatum G. Cunn., Proc. Linn. Soc. 

New South Wales 50: 255, 1925. ウネミケシボウズ
タケ（浅井2004）（Fig. 1）
標本：北海道斜里郡斜里町峰浜．ハマニンニク

群落周囲の砂地．2010年9月5日．糟谷大河・内
田暁友採集．Specimen examined: Japan, Hokkaido, 

Shari-gun, Shari-cho, Minehama. 43°55' 02.0"  N, 144°

40' 57.8"  E. ca 7.0 m alt. on sand near the community 

of Leymus mollis in coastal dune. Sept. 5, 2010. coll. T. 

Kasuya & A. Uchida. TNS-F-37420.

子実体（Fig. 1-A–D）は半地下生–地上生，頭部
と柄からなり，成熟したものは高さ20–50 mm，頭
部と柄は容易に分離する．頭部は球形–類球形あ
るいはやや押しつぶされた球形，表面は外皮と内
皮に覆われ，内部に基本体を有し，幅7–14 mm，
高さ6–12 mm．外皮（Fig. 1-C）は膜質，砂粒と密に

絡み合い，白色，消失性，子実体が成熟すると断
片化して頭部から容易に剥落するが，頭部と柄と
の接合面付近は剥落しにくく残存する．内皮はは
じめ外皮に完全に覆われるが，成熟するにつれて
表面に露出し，紙質で丈夫，平滑，新鮮な子実体
では上部はクリーム色–淡黄土色，下部は淡ピン
ク色–黄土色，古い子実体では灰褐色–ほとんど
白色，頂端に孔口部を有する．孔口部は新鮮な子
実体では盾状–乳頭状に盛り上がり，古くなると
不規則な切れ込みが生じて繊維状となり，孔口を
開ける．基本体は粉状，さび色–黄褐色．柄は木
質で硬く丈夫，長さ15–35 mm，直径2–4 mm，表
面はほぼ平滑だが時にやや鱗片状，黄褐色–暗褐
色，ほぼ上下同大，基部はやや膨らみ（直径5–10 

mm），糸状の菌糸と砂や腐植が絡み合って玉状と
なる．
内皮を構成する菌糸は絡み合い，しばしば拳状

に膨らんだ結節を持ち，直径5–15 µm，無色，内
部に黄褐色から褐色の色素を含み，厚壁，クラン
プを有する．弾糸は表面は平滑，細長くしばしば
二叉分枝し，時に拳状に膨らんだ結節を持ち，直
径5–25 µm，ほとんど無色–淡褐色，厚壁，クラン
プを欠く．担子器は消失性で，成熟した子実体で
は観察されなかった．担子胞子は類球形–広楕円
形，5.5–8.5 × 5.0–6.5 µm，ほとんど無色–帯淡黄
色，表面は光学顕微鏡下では畝状–筋状，SEM下
では明瞭に隆起した条線に覆われる（Fig. 1-E–F）．
本種の担子胞子の表面は，明瞭に隆起した畝
状–筋状の条線に覆われるという特徴を持ち，他
のケシボウズタケ属菌とは形態的に容易に区別さ
れる．本種と同様に担子胞子の表面が畝状–筋状
の条線に覆われる種として，ナイジェリア産のT. 
nigeriense J. E. Wrightが知られている（Dring 1964）．
しかし，T. nigerienseは柄が短く（長さ8 mm），孔口
部が管状であることや，担子胞子がしばしば洋梨
状になること（Wright 1987）から，ウネミケシボウ
ズタケとは形態的に明らかに異なる種であると考
えられる．
ウネミケシボウズタケはこれまで，北アメリカ，

南アメリカ，日本，オーストラリア，ニュージーラ
ンド，南アフリカから報告されており（浅井2004; 
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Wright 1987），世界的に広く分布する種であると
考えられる．本種は日本では浅井（2004）により，
福島県，千葉県および新潟県産の標本に基づき詳
しく報告され，その後，石川県（橋屋2006），富山
県（橋屋2007）および北海道（竹橋ら2010b）にも

産することが知られている．道内では，本種はこ
れまで石狩市石狩浜のみから記録されており（竹
橋ら2010b），本研究により明らかとなった斜里町
の発生地は，日本における本種の分布北限である．
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10 cm

2 µm 2 µm

3 cm 3 cm

4 cm

Fig. 2. Tulostoma striatum (TNS-F-37420). A: Mature basidiomata (arrows) on sand near the community of Leymus mollis. B: 
Mature basidiomata having apical mouths. C: Mature basidiomata. Endoperidium covered with whitish exoperidium (arrows). D: 
Mature basidiomata without exoperidium. E–F: Basidiospores under SEM.



知床博物館研究報告32 （2011）22

Geastrum quadrifidum DC. ex Pers., Syn. Meth. 

Fung.: 133, 1801. ヒメカンムリツチグリ（Imai 

1936）（Fig. 2）
標本：北海道斜里郡斜里町峰浜．ハマニンニク

群落周囲の砂地に生える蘚類の間．2009年5月29

日，星野保・内田暁友採集；2010年9月5日，糟
谷大河・内田暁友採集；2010年10月12日，内田
暁友採集．Specimens examined: Japan，Hokkaido，
Shari-gun, Shari-cho, Minehama. 43°55' 34.3"  N, 144°

46' 17.9"  E. ca 9.0 m alt., among mosses growing on 

sand near the community of Leymus mollis in coastal 

dune. May 29, 2009. coll. T. Hoshino & A. Uchida, 

TNS-F-37421; Sept. 5, 2010, coll. T. Kasuya & A. 

Uchida, TNS-F-37422; Oct. 12, 2010, coll. A. Uchida. 

TNS-F-37423.

未成熟な子実体は地中生，類球形で直径10–15 

mm，3層からなる外皮に覆われる．外皮外層は
白色–クリーム色，砂粒と植物遺体の残骸に覆わ
れる．外皮中層の色は淡褐色–黄褐色，外皮内層
の色も同色．内皮は淡褐色–灰褐色．外皮の裂開
が始まると子実体は地表に現れる．成熟した子実
体（Fig. 2-A）は弓形，高さ10–35 mm，直径12–25 

mm．外皮のうち，外層は菌糸状で白色，砂粒と植
物遺体の残骸が付着し，中層から容易に剥落して，
子実体の基部にカップ状となって地表面付近に残
存する．一方，中層と内層は3–6片からなる裂片
に裂開し，吸湿性を欠き，外側にやや巻き込むよ
うに展開し，ついにはほぼ直立して，裂片の先端
部は地表面に達し，カップ状となった外皮外層の
残存物と接続する．外皮中層は薄く紙質，白色–
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Fig. 2. Geastrum quadrifidum (TNS-F-37423). A: Mature basidiomata. Mycelial cups attached to the fibrous layer (arrows). 
B: Endoperidial body of mature basidioma (1: fibrillose peristome; 2: circular area around peristome; 3: short stalk). C–D: 
Basidiospores under SEM.
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クリーム色あるいは淡褐色．外皮内層は肉質，乾
燥時は白色，湿時は淡褐色–灰褐色．内皮体（Fig. 

2-B）は類球形–卵形，直径5–10 mm，有柄，紙質，
表面は淡褐色–灰褐色で多少青みを帯び，やや粉
状で白色の結晶様物が散在するが，頂端は平滑で
直径1.5–4 mm程度の明瞭な円座を形成する．柄は
短く，長さ0.5–3 mm，淡褐色–灰褐色．孔縁盤は
円座の内側に形成され，直径1–3 mm，繊維状，明
瞭，灰褐色．基本体は粉状，暗褐色，担子胞子が
充満し，不明瞭な円筒形–棍棒形の柱軸を有する．
外皮外層は直径2–4 µmでほぼ無色–淡褐色，薄

壁，クランプを有する平行菌糸からなる．外皮内層
は直径10–25 µmでほぼ無色–淡褐色，薄壁の偽柔
組織状の細胞からなる．弾糸は直径2–8 µm，黄褐
色，厚壁，表面は平滑あるいは結晶状の小片が散
在し，まれに二叉分枝し，先端は細くなる．担子
器は，未成熟な基本体と成熟した基本体の双方で
確認されなかった．担子胞子は球形，直径4.5–5.5 

µm（突起を含めない），表面は高さ0.5–1 µmの粗
い疣状突起に覆われ，褐色，SEM下では担子柄
の跡が輪状に残存し，疣状突起は円錐状，基部は
太いが徐々に先細り，先端はやや尖るか鈍頭（Fig. 

2-C–D）．
本種の成熟した子実体は小型で弓形，基部に外
皮外層がカップ状に残存することや，外皮の吸湿
性を欠き，短い柄があり，内皮の頂端に繊維状の孔
縁盤を有するという肉眼的特徴を持つ．顕微鏡的
には，厚壁で表面がほぼ平滑–しばしば結晶状の
小片があり二叉分枝する弾糸と，直径4.5–5.5 µm

とやや小型で球形，表面は粗い円錐状の疣状突起
に覆われる担子胞子を持つ点が特徴である．
ヒメカンムリツチグリと同様に，弓形で外皮

の吸湿性を欠き，繊維状の孔縁盤を有する子実
体を形成する種として，タイコヒメツチグリG. 
fornicatum (Huds.) Hook.，G. leptospermum Atk. & 

CokerとG. welwitschii Mont.が知られている．タイ
コヒメツチグリは日本では本州各地から報告され
ている種で，腐植が堆積した広葉樹林内に発生し，
ヒメカンムリツチグリよりも大型の子実体（直径
25–50 mm）と小型の担子胞子（直径3–4.5 µm）を
形成し，外皮中層が赤褐色を帯びること（Kasuya et 

al. 2009）で区別される．また，G. leptospermumは北
アメリカから知られており，針葉樹の材上に発生
し，小型の子実体（直径2.5–5 mm）と担子胞子（直
径2–3 µm）を形成すること（Coker & Couch 1928）
でヒメカンムリツチグリと区別される．さらに，
ヨーロッパに分布するG. welwitschiiは，外皮外層
からなるカップ状の残存物が完全に地上に露出し
て形成されること，カップ状残存物の表面は菌糸
塊のみからなり，砂粒や植物遺体の残骸が付着し
ないこと，また，孔縁盤が不明瞭であることなど
（Calonge 1998; Sunhede 1989）から，ヒメカンムリ
ツチグリとは異なる．
また，本種と同様に子実体が小型で，孔縁盤が明

瞭な繊維状であり，海浜に発生する種として，ス
ナジヒメツチグリG. minimum Schwein.が知られ
ている．スナジヒメツチグリは，日本では本州の
海浜などから報告されているが，子実体は弓形で
なく，外皮外層は中層から剥落しにくく，カップ状
の残存物を子実体の基部に形成しない点（Kasuya 

et al. 2009）で，ヒメカンムリツチグリとは明らか
に異なる．
ヒメカンムリツチグリはこれまで，北アメリカ，
ラテンアメリカ，日本，ヨーロッパから報告されて
おり（Kasuya et al. 2009），欧米を中心とした北半球
の暖温帯以北に広く分布する．本種は，日本では
北海道の海浜より採集された標本に基づき初めて
報告された（as “G. minus” auct. non (Pers.) G. Cunn.: 

Imai 1936）．その後，茨城県，千葉県，新潟県，三
重県および愛媛県にも産することが知られており
（Kasuya et al. 2009），日本各地の海浜に広く分布す
る種であると考えられる．道内では，本種は石狩
市厚田区無煙浜と小樽市銭函のみから記録されて
おり（Imai 1936; Kasuya et al. 2009），本研究により
明らかとなった斜里町の発生地は，日本における
本種の分布北限である．
なお，斜里町の海浜では，本種は砂地表面にマッ
ト状に広がる蘚類（Didymodon sp.）の間に，半ば埋
もれるように発生していた．本種は，ヨーロッパ
でも同様に，地表面がコケ植物や腐植に覆われる
砂地に頻繁に発生する（Sunhede 1989）．これは，
蘚類が地表に生えることで地表面の砂の移動が抑
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制され，安定した土壌が形成されるため，子実体
が長期間残存しやすいためであると推察される．
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